
環境市民厚生常任委員会 

 

 

日　時　　令和８年４月３０日（木）　　午前１０時００分　～ 

場　所　　全員協議会室 

 

１　開　議 

 

 

２　行政報告 

 

【こども未来部】　　　　　　　　　　　　　　　　 

（１）令和７年度ヤングケアラーに関するアンケート調査及び聞取り調査に関

する報告 

 

【市民生活部】　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（１）亀岡市税条例等の一部を改正する条例の専決処分報告について 

 

【環境先進都市推進部】　　　　　　　　　　　　　 

（１）令和８年度「犬と暮らしやすいまち亀岡」冊子概要 

（２）めぐるステーションの現状報告について 

 

 

３　その他































 

 

 

 

環境市民厚生常任委員会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 民 生 活 部  

 

令和８年４月 

 



○ 特例控除額について、 193万円(給与収入１億円相当)
(※１)を上限として新たに設定

※R8亀岡市税条例改正関連分抜粋

○ 物価指数等の上昇を踏まえ、固定資産税の免税点を引き上げる。

物価上昇に合わせた公的制度の基準額等の点検の結果を踏まえた見直し物価上昇に合わせた公的制度の基準額等の点検の結果を踏まえた見直し

※  令和9年度分の固定資産税から適用



令和８年４月３０日 

　環境市民厚生常任委員会 

－ 提 出 資 料 ― 

 

資料１　令和８年度「犬と暮らしやすいまち亀岡」冊子概要に 

ついて 

 

資料２　めぐるステーションの現状報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境先進都市推進部



資料１

令和８年度「犬と暮らしやすいまち亀岡」冊子概要 

１　発行の目的　　　亀岡市は、歴史的にも犬とつながりが深く、現在も多くの市民が犬と

ともに生活しています。一方で、飼い主のマナー改善や狂犬病予防接種

率の向上などの諸課題の解決に向けた取組も求められています。そこで、

飼い主への啓発とまちの魅力発信、PR を抱き合わせた冊子を発行する

ことで、犬を飼っている人も飼っていない人も暮らしやすいまちにつな

げるものです。特に今号は、第４３回全国都市緑化フェア in 京都丹波

記念として、特集記事を掲載するとともに、関連企画の実施によって冊

子発行にとどまらない波及効果を狙います。 

 

２　契約について　　公募型プロポーザル審査を経て、優先交渉権者の Talon（タロン）と

委託契約を締結します。 

 

３　発行候補日　　令和８年１０月１５日（木） 

 

４　配布方法案　　組回覧、イベント、公共施設、ドッグフレンドリープレイス 等 

 

５　仕様案　　　　A４フルカラー、表紙・裏表紙含め１２ページ 

 

６　今号の特徴　　・発行日（１０月１５日）は、緑化フェア（９月１８日～）の取材内容

を冊子に反映させる猶予をとりつつ、「亀岡わんわんフェスタ２０２

６」（１０月２４日予定）の告知を掲載できるタイミングとしました。 

　　　　　　　　　・表紙、裏表紙どちらも表紙の体裁をとる W表紙方式とし、回覧板の綴

じ具の方向に対応します。 

 

７　ページ構成案　別紙のとおり 

 

８　関連企画　　　・犬と暮らしやすいまち亀岡専用インスタグラム開設 

　　　　　　　　　　緑化フェア関連事業が集中することから、専用インスタグラムを開設

し、情報発信のハブとします。 

・緑化フェア記念～亀岡わんこフォトコン２０２６～ 

　　　　　　　　　　インスタグラムを利用した毎年好評のキャンペーンで、今回は緑化フ

ェア特別賞を創設します。 

　　　　　　　　　・緑化フェア記念～わんわんスタンプラリー～ 

　　　　　　　　　　緑化フェア会場をはじめ市内ドッグフレンドリープレイスを巡るス

タンプラリー企画を初開催し、周遊を促します。 

以上



犬と亀
犬と暮らしやすいまち亀岡

表紙

2025 わんわんファッションショー 
「審査員賞（ベストパートナ賞）受賞犬 

緑化フェア会場にて撮影

親子で楽しもう！

QRコード

わんこアニメ配信中



わんこ X 桜 X 亀岡 愛犬と歩く、 春の花びら散歩道。

桜写真

テキストがはいります。 テキストがはいります。 テキス

トがはいります。 テキストがはいります。 テキストがは

いります。 テキストがはいります。 テキストがはいりま

す。 テキストがはいります。 テキストがはいります。 テキ

ストがはいります。

四季の花と、 愛犬と、 亀岡の風景のなかへ。

亀岡市のわんこと訪れることのできる花と緑のスポットを

ご紹介します。 テキストがはいります。 テキストがはいりま

す。 テキストがはいります。 テキストがはいります。 テキス

トがはいります。

花と緑と亀岡わんこ

犬飼川並木道

川沿いにつづく桜のトンネルを、 わんこと 一緒に。

犬飼川並木道写真

スペックがはいりま

す。 スペックがはいり

ます。 スペックがはい

ります。 スペックがは

いります。 スペックが

はいります。

水鳥の道

水鳥が舞う湖畔の桜道で春さんぽ。

水鳥の道写真

夏に咲く、 亀岡の花たち。

スペックがはいりま

す。 スペックがはいり

ます。 スペックがはい

ります。 スペックがは

いります。 スペックが

はいります。

桔梗の里写真 平の沢池の蓮写真

桔梗の里

テキストがはいります。 テキストがはいりま

す。 テキストがはいります。 テキストがはい

ります。 テキストがはいります。 テキストが

はいります。 テキストがはいります。 テキス

トがはいります。

スペックがはいりま

す。 スペックがはい

ります。 スペックが

はいります。 スペッ

クがはいります。

平の沢池の蓮

テキストがはいります。 テキストがはいりま

す。 テキストがはいります。 テキストがはい

ります。 テキストがはいります。 テキストが

はいります。 テキストがはいります。 テキス

トがはいります。

スペックがはいりま

す。 スペックがはい

ります。 スペックが

はいります。 スペッ

クがはいります。

秋風に揺れる800万本の

コスモスの海。

亀岡花と緑MAP

亀岡「夢コスモス園」

テキストがはいります。 テキスト

がはいります。 テキストがはいり

ます。 テキストがはいります。 テ

キストがはいります。 テキストが

はいります。 テキストがはいりま

す。 テキストがはいります。
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犬と亀
犬と暮らしやすいまち亀岡

裏表紙

サンガコラボ又は緑化フェア会場等の写真

発行　 亀岡市／環境先進都市推進部環境政策課　

本誌掲載記事・写真・イラスト等の無断複写
（コピー）・複製・転載を禁じます。

〒621-8501 京都府亀岡市安町野々神8番地 ※本誌で掲載している情報は、取材時のものです。営業時間などの各データは変更される
ことがありますので、ご注意ください。※お盆、年末年始、大型連休などの時期は休みが
通常と異なる場合がありますので、各施設へお問い合わせください。

web版「犬と亀」

QR



資料２ 

めぐるステーションの実績と現状について 

令和８年４月３０日 

環境厚生常任委員会 

吉川町での実績について 

１．　開設日：令和８年１月２５日 

２．　開設場所：吉川公民館 

３．　開設日時：月・火・水・金・日　9 時から 17 時まで 

４．　利用状況：集計期間 1/25～3/24 

利用者　実数 120 名（町内在住者のみ）　延べ人数 490 名 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

５．　平均滞在時間： 

平日 45 分　高齢者・主婦の来場が中心。集いの場となりはじめている。 

日祝日 2 時間 18 分　ファミリー層が中心。駄菓子販売のコーナーを設け、小学生が 

購入を楽しみに来場する工夫もみられる 

〇子供向けの駄菓子屋、家庭菜園でつくった野菜の販売などを実施し、現役世代の親子や

高齢者主婦層が多く来場し、多世代交流が生まれている 

〇ボランティアでそろばんや編み物の講師をかってでる利用者もでてきており、利用者間

で新たな交流が生まれている 

〇カプセル式のコーヒーメーカーを設置され、１杯１００円で自分で入れられるようになって

いる。紹介チラシにコーヒー無料券をつけたり工夫されている。無料券の引き換えは１９杯

のみで、残り 197 杯は利用者が自己負担して利用された。 

   

資源物を分別排出する親子　　　　　　　　　　　　　利用者自ら袋交換をする様子 

男性 32％

女性 68％



駄菓子を楽しむ子どもたち　　　　　　　　　コーヒーを飲み談笑する利用者 

6．　利用者増加に向けた取り組み 

10 回にわたりイベントを開催。駄菓子屋、野菜マルシェ、そろばん教室、スマホ使い方相

談会、遊具づくり、お好み焼きづくり、編み物教室、バッジづくり、餅つくりなどを実施した。 

７．　吉川町での現状について 

現在のところ、アミタ社員による場づくりのイベントや運営フォローによって利用が促進

されている状況。 

利用者自身による運営が目指すべき姿との認識が共有されているものの、運営の自走

には、利用者がより強く、めぐるステーションが居場所として意識されていく必要がある。 

一方で、利用者アンケートでは、４９％の人が、まちや地域活動への関心が高まったと回

答し、３1％の人が、自分が地域の役に立てると感じるようになった回答されており、コミュ

ニティ醸成につながることが確認できた。 

加えて、アンケート回答した利用者全員が今後も利用したいと回答していることから、本

事業の有効性及び継続的ニーズが確認された。 

今後さらに、他の自治会へ取組を段階的に展開し、住民同士のつながりの再構築や、コミ

ュニティ醸成につなげてまいりたい。 

８．　今後の展開について 

市域に７つのゾーニング（①市街地地区（亀岡地区、保津町）、②南部地区（東・西別院町）、

③中部地区Ⅰ（曽我部町、吉川町、薭田野町）、④中部地区Ⅱ（大井町、千代川町）、⑤西部地

区（本梅町、畑野町、宮前町、東本梅町）、⑥川東地区（馬路町、旭町、千歳町、河原林町）、⑦

東部地区（篠町、東・西・南つつじケ丘））に設定し、自治会を中心に８箇所以上のめぐるステ

ーションの設置を推進してまいります。 
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